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平成 27年 3月 20日（№26-22） 

 

 

 

 

 

「平成 27年度のＪＡ共済事業計画」の決定について 

 

ＪＡ共済連（全国共済農業協同組合連合会・代表理事理事長 勝瑞 保）では、「平成 27 年

度のＪＡ共済事業計画（第 66年度事業計画）」を決定しましたのでお知らせいたします。 

 ＪＡ共済では、組合員・利用者視点に立った事業展開の一層の徹底を図っていくため

に、平成 25 年度から 27 年度までのＪＡ共済３か年計画において、『次代へつなぐ地域

の絆 ～もっと安心、もっと信頼されるＪＡ共済をめざして～』をスローガンに掲げ、

エリア戦略の導入・展開をはじめとした地域密着の事業推進と契約者・利用者満足度の

向上施策等を通じて、組合員・利用者との信頼の強化に取り組んでおります。 

 平成 27 年度は、「平成 25 年度から 27 年度 ＪＡ共済３か年計画」の最終年度にあた

り、同計画において掲げた各種目標の必達に向け、これまでの達成状況や課題を踏まえ

取り組んでまいります。 

また、次期ＪＡ共済３か年計画への架け橋となるべく、農協共済審議会答申の総仕上

げに向けた諸準備等に取り組むとともに、ＪＡ改革の動向等昨今の情勢変化を注視しつ

つ、ＪＡグループの全体方針とも連動した事業活動に取り組んでまいります。 

     

１．平成27年度事業計画について 

 

（1）地域密着の事業推進  

地域全体の「ひと・いえ・くるまの総合保障」の確立に向けて、「全ＪＡへのエリア

戦略の導入」に取り組む。 

また、ＬＡ活動支援システム（愛称「Lablet's（ﾗﾌﾞﾚｯﾂ）」）を活用した既加入者に対

する「３Ｑ訪問活動」、未加入者に対する「はじまる活動」の実践に加え、ＬＡ育成支

援の強化等に取り組み、未保障・低保障の解消および事業基盤の維持・拡大を図る。 

① 全ＪＡへのエリア戦略の導入 

② 活動（３Ｑ訪問活動・はじまる活動）・世帯担当制・Lablet's を連携させた

推進活動の展開 
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③ Lablet'sを活用した「あんしんチェック」の実施と契約保全活動の取組み 

④ 「はじまる活動」の実践によるニューパートナー対策の強化 

⑤ ひと・いえ・くるまの総合保障提供の取組強化 

⑥ ＬＡ・スマイルサポーターの育成支援強化 

 

（2）契約者・利用者満足度の向上  

ＩＴの効果的活用や仕組み・事務手続きの簡素化等により、契約者・利用者対応

力の強化、迅速・適正な契約者・利用者サービスの提供およびＪＡ共済の信頼性・

健全性の確保等に取り組み、契約者・利用者満足度の向上を図る。 

① 契約者・利用者対応力の強化 

② 大規模災害発生時においても万全な損害調査・支払査定態勢等の構築 

③ 組合員・利用者からの問合せ・相談機能等の強化 

④ 共栄火災による補完機能のさらなる強化 

⑤ 農業リスク分野への取組み 

⑥ ６次産業化および再生可能エネルギー事業への支援 

⑦ 信頼性・健全性の維持・向上 

⑧ 地域に密着した地域貢献活動の展開 

 

（3）農協共済審議会答申の具体化に向けた連合会改革の実行  

「連合会改革の基本方針」（平成26年３月20日経営管理委員会決定）にもとづき、

事業機能の強化に向けた連合会の組織再編、仕組み・事務・電算システムの三位一

体での再構築等の諸施策について、迅速かつ着実に実践する。 

① 事業機能の強化に向けた連合会の組織再編 

② 自動車損害調査体制の再構築 

③ 仕組み・事務・電算システムの三位一体での再構築 

 

（4）地域の活性化・農業者の所得増大等に向けた共済事業における取組みの検討  

地域の活性化・農業者の所得増大等に向けて、ＪＡグループの全体方針を踏まえつつ、

共済事業としての今日的な地域貢献活動への再編を行い、地域に密着した地域貢献活動

がより発展するよう検討する。 

また、農業の構造変化を的確に捉え、農業リスク分野における漏れのない保障提供や、

リスクコンサルティング等の対応強化に向けて検討する。 
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２．平成 27年度共済種類別契約高予定表（新契約高） 
 

共済種類 金 額 等 

生命総合共済 （保障金額） 94,668億円   

建物更生共済 （保障金額） 104,910億円   

医療系共 済 
（件 数） 

（入院日額） 

847千件 

      52億円 

年 金 共 済 （年金年額） 1,140億円  

自動車共 済 
（件 数） 

（元受掛金） 

8,252千件 

365,196百万円  

自賠責共 済 
（件 数） 

（元受掛金） 

3,343千件 

81,558百万円   

 

※本資料は、金融記者クラブ、農政クラブ、農協記者クラブに配付しています。 
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